
2026年２月 11日 

 

2026さっぽろ雪まつり（第76回）開催結果（大通会場・つどーむ会場）について 

 

2026さっぽろ雪まつり（第76回）は2月11日（水・祝）をもって閉幕しました。大通会場およびつどーむ会場の来場

者数等について以下のとおりお知らせします。 

 

１ 会 期 

大通会場・つどーむ会場：2026年２月４日（水）～11日（水・祝） 【８日間】 

 

２ 会 場 

   大通会場 ：大通公園 大通西１丁目～西 11丁目 

   つどーむ会場 ：札幌市スポーツ交流施設「つどーむ」 

 

３ 観客数 

  

【参考】 

第75回開催日程 大通・つどーむ会場 ：2025年２月４日（火）～11日（火・祝） 【８日間】 

第74回開催日程 大通・つどーむ会場 ：2024年２月４日（日）～11日（日・祝） 【８日間】 

第73回開催日程 大通会場   ：2023年２月４日（土）～11日（土・祝） 【８日間】 

 

４ 雪氷像数 

大通会場：135基 つどーむ会場：14基  

※前回（第75回）大通会場：129基 つどーむ会場：13基 

 

５ 各会場の結果について 

【全体】 

・会期前は、１月上旬までの小雪やその後の記録的な大雪があったが、２月４日（水）の初日までに大通会場の５基の

大雪像や様々な中小雪像、つどーむ会場のチューブスライダーなどが無事完成した。 

・会期前から会期中にかけて連日テレビ、新聞、インターネットニュース等で多数取り上げられたことや、人気映画

やアニメの雪像、趣向を凝らした市民雪像等がSNSで話題となったこともあり、多くの市民や観光客が訪れた。 

・２０２６年にアメリカ合衆国が建国２５０周年を迎えることを記念し、大通・つどーむ・すすきの各会場においてアメリ

カ合衆国にちなんだ中雪像や雪のアトラクション、大型氷像を設置した。会期中には在日米国大使も来訪し交流を

行った。 

・新千歳-シドニー便など、新千歳空港発着の国際線の回復もあり、各会場ではアジアや欧米豪からの外国人観光

客の姿も多く見られた。 

 

【大通会場】 

・２月６日（金）と８日（日）は日中から夜にかけ雪が強まり来場者数が伸び悩んだが、７日（土）は終日天候が良く非

常に多くの来場者で賑わい、最終的には前回を上回る来場者数となった。 

・３丁目「サッポロスマイルひろば」では、西側で雪まつり会期に先駆けて１月２８日（水）より「スマイルリンクさっぽろ」

が開催され、来場者がスケートを楽しんだほか、東側では水素エネルギーのみを使用する「GX・脱炭素エリア」とし

て展開し「環境首都・札幌」をPRした。 

・毎日１７時半以降には５丁目と８丁目の大雪像でプロジェクションマッピングが実施され、昼間とは異なる大雪像の

魅力を多くの来場者が楽しんだ。 

 
第76回 

（2026年） 
前回比 

第75回 

（2025年） 

第74回 

（2024年） 

第73回 

（2023年） 

大通会場 1,926,000人 108.8% 1,770,000人 1,763,000人 1,750,000人 

つどーむ会場 613,000人 110.0% 557,000人 626,000人 － 

合  計 2,539,000人 109.1% 2,327,000人 2,389,000人 1,750,000人 
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・２丁目と９丁目には合計７９基の市民雪像が制作された。人気投票の結果、１位は「試される QWV」チームの

『OWVの躍進を追うライオン』、2位は「やべーべやの道」チームの『熊出没注意！やべーべや』、3位は「One DS 

雪像部」チームの『胃を大切に！』となり、２月８日（日）に、10丁目「UHBファミリーランド」ステージで表彰式が行わ

れた。 

・６丁目「雪のアート広場」では本郷新記念札幌彫刻美術館と連携した彫刻家らによる独創性あふれる雪像彫刻が５

基並んだほか、「札幌国際芸術祭」２０２７年開催に向けたプレイベントとして、特設テント内での作品の投影や、大

阪・関西万博で注目を集めた車椅子77台による大型オブジェの展示が行われた。 

・１１丁目「国際広場」では５０回目となる国際雪像コンクールが開催され、世界各地から１０チームが参加した。出場 

３０回目のフィンランドチームが表現力豊かな雪像『Momentary Stillness／一瞬の静けさ』を制作し、１９８８年以

来２回目の優勝を果した。準優勝はインドネシア、３位はモンゴルとなった。 

 

【つどーむ会場】 

・チューブスライダーをはじめとする雪のアトラクションを目当てに、土日祝はファミリー層、平日は小学校・幼稚園

等の団体や外国人観光客で賑わった。  

・会期を通して比較的天候にも恵まれ、前回を上回る来場者数となった。 

・２月４日（水）には北海道高等学校文化連盟石狩支部美術部生徒による雪像制作コンテスト「スノーオブジェコンテ

スト」が行われ、札幌北陵高等学校の『コタンコロカムイ～北を守るまなざし～』が 1位となり札幌市長賞を受賞した。

２位は札幌厚別高等学校の『にぎにぎドキドキグルグル握手!!あたいら、根っこからわかり愛てぇんだ!!!』、３位は札

幌日本大学高等学校・北海道北広島高等学校の『純白の空』だった。 

 

 


